
　
「
人
生
１
０
０
年
時
代
構
想
」、「
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
」、「
定
年
を
70
歳
に
引
き
上
げ
る
方

針
」
な
ど
が
発
表
さ
れ
る
中
、
私
た
ち
の
人
生
設
計
の
あ
り
方
は
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
ロ
ボ
ッ
ト
、
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
な
ど
先
端
技
術
の
発
展
に
よ
る
「Society 5.0

」

に
よ
っ
て
実
現
す
る
社
会
に
お
い
て
、
大
学
卒
業
後
も
学
び
続
け
る
こ
と
は
、
個
々
人
が
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会
人
、
企
業
人
が
仕
事
の
専
門
性
を
よ
り
高
め
、
人
が
で
き
る
仕

事
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
も
、
そ
の
必
要
性
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
社
会
状
況
の
変
化
に
よ
り
、
大
学
は
こ
れ
ま
で
高
校
卒
業
後
の
年
齢
層
を
中
心
と
し
て

い
た
教
育
だ
け
で
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
、
と
り
わ
け
産
学
連
携
を
促
進
す
る
中
で
現
役
の
社

会
人
を
よ
り
意
識
し
た
教
育
の
あ
り
方
を
あ
ら
た
め
て
見
直
す
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。

　

本
小
特
集
で
は
、
従
来
の
生
涯
教
育
、
教
養
講
座
の
枠
を
超
え
て
、
前
記
の
よ
う
な
社
会
人
や
企

業
を
念
頭
に
企
画・

開
講
さ
れ
て
い
る
講
座
な
ど
の
実
例
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、
グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
や
課
題
を
共
有
し
て
、
今
後
の
各
大
学
で
の
取
り
組
み
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。

小特集

社
会
人・

企
業
向
け
講
座
の
い
ま
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「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
学
び
」
を
目
指
し
て

―
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
寄
り
添
う
教
育
モ
デ
ル
と
は

―

守
口 

剛

●
早
稲
田
大
学
教
務
部
社
会
人
教
育
事
業
室
長
、
商
学
学
術
院
教
授

「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
の
学
び
と
成
果

～
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
20
年
の
歩
み
と
と
も
に
～

小
川 

智
由

● 

明
治
大
学
商
学
部
教
授
、
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
専
門
部
会
長
、

「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

社
会
人
向
け
講
座
の
取
り
組
み

中
央
大
学
経
理
研
究
所
事
務
室
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は
じ
め
に

　

津
田
塾
大
学
で
は
学
部
４
年
間
の
女
子
教
育
に
限
ら
ず
、
広
く

社
会
へ
出
て
か
ら
も
学
び
続
け
た
い
人
々
の
た
め
に
、
年
齢
も
ジ
ェ

ン
ダ
ー
も
超
え
た
一
般
の
社
会
人
を
支
援
す
る
組
織
、T

suda 
O

pen U
niversity

（
Ｔ
Ｏ
Ｕ
）
を
創
設
し
て
社
会
貢
献
を
行
っ
て

い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｕ
に
は
複
数
の
教
育
の
柱
が
あ
る
が
、
中
で
も
時
代

の
も
っ
と
も
強
い
要
望
に
的
確
に
応
え
て
い
る
の
が
、Global 

Education and Sustainable D
evelopm

ent Program
 

（
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
に
焦
点
を
当
て
て
津
田
塾
大
学
の
社
会
教
育
活
動
に
つ
い
て
述

べ
た
い
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
広
く
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
（GE: 

Global Education

）
に
触
れ
る
と
同
時
に
、
国
連
の
掲
げ
る
17

の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（SD

Gs: Sustainable D
evelopm

ent 
Goals

）
を
中
心
に
学
べ
る
複
数
の
講
座
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
講
座
の
ね
ら
い
は
、
国
際
機
関
で
働
き
た
い
、
海
外
あ
る
い
は

国
内
の
大
学
院
で
専
門
的
に
学
び
た
い
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
関

わ
り
た
い
、
国
際
的
な
キ
ャ
リ
ア
を
積
み
た
い
と
い
っ
た
希
望
を

持
つ
社
会
人
が
英
語
を
使
っ
て
キ
ャ
リ
ア
を
磨
く
サ
ポ
ー
ト
を
す

る
こ
と
に
あ
る
。
津
田
塾
大
学
に
は
英
語
教
育
を
通
し
て
女
性
の

社
会
参
画
を
推
進
し
て
き
た
実
績
が
あ
り
、
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ

ム
も
、
職
場
で
求
め
ら
れ
る
実
践
的
な
英
語
力
を
磨
く
こ
と
を
大

き
な
目
標
の
一
つ
と
し
て
い
る
。

１　
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
フ
ォ
ー
カ
ス

　

Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
主
な
柱
は
、「
幅
広
い
Ｇ
Ｅ
、
つ
ま
り

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
へ
の
導
入
」「
英
語
で
専
門
的
に
書
く
訓
練
」

小
特
集

社
会
人・

企
業
向
け
講
座
の
い
ま

T
suda O

pen U
niversity:  

G
lobal Education and Sustainable D

evelopm
ent Program

田
近 

裕
子
●
津
田
塾
大
学
総
合
政
策
学
部
教
授
、
オ
ー
プ
ン
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ・

プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
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「
実
践
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
つ
い

て
学
ぶ
」
と
い
う
３
部
構
成
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
魅
力
は
、
受
講
生
が
英
語
を
使
っ
て
活
動
や
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
す
る
参
加
型
で
あ
り
、
さ
ら
に
こ
の
３
つ
の
柱
が
相
互
に
深

く
関
連
し
て
作
用
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

ま
ず
、
受
講
生
は
中
級
あ
る
い
は
そ
の
少
し
手
前
の
レ
ベ
ル
の

英
語
力
で
履
修
可
能
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の
授
業
に
参
加
し
、

Ｇ
Ｅ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
す
る
知
識
や
語
彙
力
、
さ
ら
に
会
話
力
を

身
に
付
け
る
。

　

そ
の
上
で
、
将
来
、
英
語
で
書
く
実
務
に
多
く
従
事
す
る
と
考

え
ら
れ
る
場
合
は
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
英
語
エ
ッ
セ
イ
ラ

イ
テ
ィ
ン
グ
指
導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
学
に
は
し
っ
か

り
と
し
た
英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
を
培
う
長
い
伝
統
が
あ
り
、

Ｔ
Ｏ
Ｕ
も
こ
れ
を
継
承
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
昨
今
の
デ
ジ
タ

ル
通
信
の
時
代
に
は
、
英
文
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
の
即
戦
力
の
必
要
性

が
い
っ
そ
う
高
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、
17
あ
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
深
く
掘
り
下
げ
て
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
の

授
業
に
参
加
す
る
。
こ
の
講
座
は
、
実
際
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
で

社
会
貢
献
を
し
て
い
る
専
門
家
に
対
面
し
て
実
践
的
に
学
べ
る
仕

組
み
と
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
受
講
生
の
必
要
性
に
応
じ
て
、

３
部
構
成
の
一
部
の
み
の
履
修
も
可
能
で
あ
る
。

２　
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い

る
か
を
見
て
み
よ
う
。
前
記
３
種
の
講
座
は
、
そ
れ
ぞ
れ
７
～
８

回
か
ら
10
回
の
ま
と
ま
り
と
し
て
夕
方
開
講
さ
れ
る
。
こ
の
サ
イ

ク
ル
が
、
そ
れ
ぞ
れ
春・

秋・

冬
期
と
年
に
３
回
繰
り
返
さ
れ
る
。

受
講
生
は
、
事
前
の
説
明
会
で
担
当
講
師
と
直
接
面
談
し
た
上
で
、

そ
れ
ぞ
れ
希
望
の
講
座
を
選
ぶ
。
ほ
と
ん
ど
の
講
座
が
夕
方
か
ら

夜
に
か
け
て
、
仕
事
を
終
え
て
帰
宅
す
る
前
に
本
学
の
千
駄
ヶ
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
に
立
ち
寄
っ
て
受
講
で
き
る
プ
ラ
ン
と
な
っ
て
い
る
。

　

Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
全
体
の
導
入
に
該
当
す
るEnglish for 

N
GO

s: V
ocabulary and Conversational Skills D

evelop -
m

ent

講
座
で
は
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
学
ぶ
と
同
時
に
、
英
語
の
語
彙
も
増
や
し
、
会
話
力
も
高
め

る
。
扱
う
テ
ー
マ
は
、
主
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
環
境
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
衛

生
と
健
康
、
人
権
、
貧
困
、
飢
餓
、
人
口
問
題
、
開
発
、
紛
争
と

解
決
、
安
全
、
公
正
、
人
道
支
援
、
平
等
な
ど
で
あ
る
。
受
講
生

は
授
業
で
こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
学
び
、
自
分
で
も
身
近
な
Ｎ

Ｇ
Ｏ
活
動
に
参
加
し
、
そ
の
経
験
に
つ
い
て
ク
ラ
ス
で
英
語
に
よ

る
口
頭
発
表
を
行
う
。

小特集●社会人・企業向け講座のいま
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こ
う
し
た
導
入
編
の
後
、
英
語
で
専
門
的
に
記
述
す
る
た
め
に
、

講
師
か
ら
充
実
し
た
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
得
ら
れ
るProfessional 

W
riting Skills for International O

rganizations and 
Cooperation

やProject-Based W
riting Skills

の
ラ
イ
テ
ィ

ン
グ
講
座
が
あ
る
。Professional W

riting Skills

で
は
、
10
週

間
を
三
つ
の
モ
ジ
ュ
ー
ル
に
分
け
て
、
パ
ラ
グ
ラ
フ
や
パ
ラ
フ
レ
ー

ズ
や
サ
マ
リ
ー
な
ど
の
基
本
的
英
作
文
の
手
法
か
ら
始
ま
っ
て
、

電
子
メ
ー
ル
や
ポ
ス
タ
ー
、
さ
ら
に
プ
レ
ス・

リ
リ
ー
ス
や
助
成

金
へ
の
応
募
書
類
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
専
門
的
英
文
を
記
述
す
る

力
を
磨
き
あ
げ
る
。Project-Based W

riting Skills

で
は
、
受

講
生
が
選
ん
だ
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
段
階
を
追
っ
て
指
導
を
受

け
な
が
ら
書
き
進
め
、
７
週
目
に
は
、
同
じ
ク
ラ
ス
の
学
生
と
ピ

ア
レ
ビ
ュ
ー
や
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
行
い
、
最
終
段
階
で
は
５
～

６
ペ
ー
ジ
の
論
文
を
完
成
さ
せ
る
。
な
お
、
論
文
の
テ
ー
マ
は
、

人
権
、
食
糧
、
飢
餓
、
企
業
の
社
会
的
責
任
、
経
済
開
発
、
子
ど

も
の
健
康
、
難
民
問
題
、
環
境
問
題
な
ど
で
あ
る
。

　

実
際
に
Ｎ
Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
活
動
に
直
接
か
か
わ
り
た
い
受
講

生
は
、
中
級
か
そ
れ
以
上
の
英
語
力
が
求
め
ら
れ
る
が
、Current 

Issues in Sustainable D
evelopm

ent

やSustainable 
D

evelopm
ent Issues

やGender in Sustainable D
evelop-

m
ent

な
ど
の
講
座
を
通
し
て
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
つ
い
て
深
く
掘
り

下
げ
て
扱
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
参
加
型
で
相
互
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
重
視
し
た
授
業
で
は
、
最
後
に
個
人
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

発
表
の
機
会
が
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
コ
ー
ス
に
関
連
し
たN

GO
 

Stories from
 the Field

やSem
inar Series

の
講
座
で
は
、
Ｎ

Ｇ
Ｏ
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
現
場
で
実
際
に
仕
事
を
し
て
い
る
フ
ィ
ー
ル
ド

の
専
門
家
を
ゲ
ス
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
と
し
て
招
き
、
受
講
生
が
高
い

専
門
性
に
触
れ
、
現
場
の
専
門
家
か
ら
直
接
ア
ド
バ
イ
ス
も
得
ら

れ
る
よ
う
工
夫
し
て
い
る
。

　

以
上
が
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
支
え
る
三
つ
の
柱
で
あ
る
が
、

こ
の
他
に
も
、
国
連
面
接
対
策
講
座
を
設
け
て
い
る
。
こ
れ
は
、

国
連
な
ど
の
国
際
機
関
で
実
際
に
面
接
を
受
け
る
受
講
生
向
き
で

あ
る
。
国
連
で
ミ
ー
デ
ィ
エ
ー
タ
の
実
績
を
長
く
積
み
、
キ
ャ
リ

ア・

コ
ー
チ
ン
グ
や
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ・

コ
ー
チ
ン
グ
の
専
門
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
て
資
格
を
取
得
し
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
の
講
師

が
、
実
践
的
に
英
語
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー・

テ
ク
ニ
ッ
ク
の
指
導
を

行
う
。
こ
の
講
座
は
、
国
連
お
よ
び
他
の
国
際
機
関
志
望
者
に
は

最
適
の
講
座
で
あ
る
。

３　
多
様
な
受
講
生
と
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
そ
の
前
身
で
あ
る
１
９
７
９
年
発

足
のT

suda International T
raining Program

（
Ｔ
Ｉ
Ｔ
Ｐ
）
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プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
代
か
ら
、
実
に
多
様
な
背
景
を
持
っ
た
受
講
生

を
受
け
入
れ
て
き
た
。
従
来
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
技
師
、
医

師
、
看
護
師
、
弁
護
士
、
翻
訳
家
、
医
学
生
、
大
学
院
生
、
研
究

者
、
大
学
教
職
員
、
警
備
員
、
芸
術
家
な
ど
、
ま
た
、
官
公
庁
、

金
融・

銀
行
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
外
務
省
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
、
Ｊ
Ａ

Ｆ
Ｓ
Ａ
（
国
際
教
育
交
流
協
議
会
）、
地
方
自
治
体
、
大
使
館
、
国

際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
経
歴
の
あ
る
人
や
国
内
外
の

大
学
院
進
学
を
目
指
す
人
々
が
受
講
し
て
い
る
。

　

Ｔ
Ｏ
Ｕ
は
、
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
も
、
広
く
社
会
人
教
育
に
貢
献

す
る
講
座
を
提
供
し
て
い
る
。
英
語
に
関
し
て
は
、専
門
性
の
高
い

大
学
院
レ
ベ
ル
の
英
語
論
文
指
導
講
座
や
、
一
般
の
学
生
お
よ
び

社
会
人
の
資
格
試
験
対
策
講
座
、
東
京
五
輪
に
向
け
た“W

elcom
e 

to Sendagaya”

ク
ラ
ス
を
英
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
中
国
語
で
設

け
て
い
る
。
ま
た
、
教
員
対
象
の
小
中
高
英
語
教
員
研
修
や
、
初

等
英
語
教
育
の
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
Ｔ
Ｏ
Ｕ
そ
の
も
の
は

２
０
１
７
年
度
に
新
設
さ
れ
た
が
、
千
駄
ヶ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

け
る
、
英
語
を
中
心
と
し
た
津
田
塾
大
学
の
社
会
人
教
育
に
は
長

い
歴
史
と
定
評
が
あ
り
、
今
後
も
広
く
多
く
の
人
々
の
教
育
を
支

援
し
続
け
る
予
定
で
あ
る
。

ま
と
め

　

人
生
１
０
０
年
時
代
と
も
い
わ
れ
る
昨
今
、
20
代
前
半
で
大
学

教
育
を
終
え
、
社
会
人
と
し
て
40
年
間
過
ご
し
、
60
代
の
定
年
を

迎
え
た
後
も
、
か
な
り
長
い
期
間
健
康
で
過
ご
せ
る
時
代
に
入
っ

て
い
る
。
健
康
で
長
寿
の
時
代
に
は
、
人
は
常
に
自
己
研
鑽
を
積

み
、
大
学
卒
業
後
も
自
分
を
磨
き
続
け
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

生
涯
学
び
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
そ
、
以
前
に
比
べ
て
数
倍
豊

か
な
人
生
を
送
れ
る
時
代
な
の
で
あ
る
。
最
近
、
修
士
号
取
得
を

目
指
す
夜
間
の
英
語
教
育
研
究
コ
ー
ス
の
入
学
者
の
面
接
を
し
て

い
て
感
じ
る
の
は
、
50
代
の
自
己
に
対
す
る
投
資
で
あ
る
。
そ
れ

ま
で
充
実
し
た
キ
ャ
リ
ア
展
開
を
し
て
き
た
人
々
が
、
定
年
を
迎

え
る
10
年
前
に
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
い
わ
ゆ
る
キ
ャ

リ
ア・

ア
ッ
プ
を
計
画
的
に
目
指
し
て
い
る
。
本
Ｇ
Ｅ
Ｓ
Ｄ
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
Ｔ
Ｏ
Ｕ
の
多
様
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
こ

う
し
た
需
要
に
着
実
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
津
田
塾
大
学
は
、

今
後
も
こ
の
よ
う
な
キ
ャ
リ
ア・

ア
ッ
プ
の
機
会
を
広
く
積
極
的

に
提
供
し
て
い
く
。 
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１　
受
け
継
が
れ
る
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
伝
統

　

人
生
１
０
０
年
時
代
が
到
来
し
、
働
き
方
改
革
の
推
進
が
浸
透

し
つ
つ
あ
る
現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に
お
い
て
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
る
中
、
社
会
人
の
学
び
直
し・

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
が
注
目

さ
れ
て
い
る
。
本
学
は
、
創
設
当
初
か
ら
広
く
社
会
へ
門
戸
を
開

き
、
そ
の
精
神
は
現
在
に
至
る
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
。
本
学
の

前
身
で
あ
る
東
京
専
門
学
校
が
、
建
学
の
精
神
に
鑑
み
、
多
く
の

人
々
に
勉
学
の
機
会
を
提
供
す
べ
く
「
校
外
生
制
度
」
を
定
め
、

「
講
義
録
」
を
用
い
た
通
信
教
育
を
開
始
し
た
の
は
、
創
設
か
ら
わ

ず
か
４
年
後
の
１
８
８
６
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
「
講
義
録
」
は
約

70
年
間
に
わ
た
り
発
行
さ
れ
、
購
読
者
は
延
べ
２
０
０
万
人
を
超

え
た
。
ま
た
、「
講
義
録
」
と
両
輪
を
な
す
も
の
と
し
て
、
１
８
９

３
年
に
は
本
学
教
員
が
全
国
各
地
に
赴
い
て
講
義
を
行
う
「
巡
回

講
話
」
を
開
始
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
学
問
の
普
及
の

た
め
に
取
ら
れ
た
施
策
で
あ
り
、
本
学
が
創
設
当
初
か
ら
リ
カ
レ

ン
ト
教
育
を
重
視
し
て
き
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

「
巡
回
講
話
」
は
、
そ
の
後
も
脈
々
と
引
き
継
が
れ
、
現
在
で
は

「
地
域
交
流
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会
」
と
し
て
１
都
４
県
を
除
く
全
道

府
県
に
お
い
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
本
学
は
夜
間
学
部
の
設
置
や
専
修
学
校
、
専
門
学
校

の
創
設
な
ど
の
施
策
を
講
じ
て
き
た
。
現
在
、
正
規
課
程
に
お
い

て
は
、
２
０
０
３
年
に
日
本
で
初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る

大
学
の
通
信
教
育
課
程
と
し
て
設
置
し
た
人
間
科
学
部
通
信
教
育

課
程
（
ｅ
ス
ク
ー
ル
）
を
は
じ
め
、
多
く
の
学
部・

大
学
院
が
正

規
課
程
へ
の
社
会
人
の
受
け
入
れ
を
念
頭
に
お
い
た
入
学
試
験
制

度
を
有
し
、
複
数
の
大
学
院
が
在
学
年
数
を
短
縮
で
き
る
コ
ー
ス

や
、
夜
間
と
土
曜
日
に
多
く
の
講
義
を
設
置
す
る
な
ど
、
社
会
人

小
特
集

社
会
人・

企
業
向
け
講
座
の
い
ま

「
人
生
１
０
０
年
時
代
の
学
び
」
を
目
指
し
て

―
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
寄
り
添
う
教
育
モ
デ
ル
と
は

―
守
口 

剛
●
早
稲
田
大
学
教
務
部
社
会
人
教
育
事
業
室
長
、
商
学
学
術
院
教
授
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の
修
学
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
る
。
時
代
や
環
境
の
変
化
に
対
応
し

て
形
は
変
容
し
て
き
た
が
、
本
学
の
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
へ
の
積
極

的
な
姿
勢
は
、
い
ま
も
な
お
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

続
い
て
次
項
で
は
現
在
の
ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
概

況
に
つ
い
て
述
べ
る
。

２　
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
新
機
軸
の
取
り
組
み

　

本
学
は
、
多
く
の
リ
ソ
ー
ス
を
生
か
し
た
特
色
あ
る
社
会
人
向

け
の
ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
設
定
し
て
い
る
が
、

こ
こ
で
は
そ
の
一
部
を
抜
粋
し
て
概
況
を
紹
介
す
る
。

⑴ 　

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
公
開
講
座
「
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
」
と
新
た
な
取
り
組
み

　
「
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ・

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
」
の
理
念
の
下
、
１

９
８
１
年
に
開
設
し
た
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
は
、
当
時

は
生
涯
学
習
を
含
め
、
大
学
を
一
般
に
広
く
開
放
し
よ
う
と
す
る

動
き
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
公
開
講
座
を
核
と
し
て

先
駆
的
な
取
り
組
み
を
実
践
し
て
き
た
。
現
在
、
公
開
講
座
「
オ
ー

プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
」
を
早
稲
田
（
本
学
早
稲
田
キ
ャ
ン
パ
ス
）、 

八
丁
堀
（
中
央
区
京
華
ス
ク
エ
ア
）、
中
野
（
本
学
中
野
国
際
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
）
の
３
校
体
制
で
実
施
し
て
お
り
、
２
０
１

７
年
度
実
績
で
年
間
約
１
９
０
０
講
座
（
10
ジ
ャ
ン
ル
、
４
学
期

合
計
）、
延
べ
４
万
２
０
０
０
人
以
上
が
受
講
し
て
い
る
。
近
年
で

は
、
現
役
社
会
人
世
代
の
受
講
を
推
進
す
る
た
め
、「
オ
ー
プ
ン
カ

レ
ッ
ジ
」
の
新
た
な
コ
ン
テ
ン
ツ
と
し
て
「
社
会
人
の
た
め
の
必

修
教
養
講
座
」
シ
リ
ー
ズ
を
開
講
す
る
ほ
か
、
定
期
的
に
受
講
す

る
こ
と
が
困
難
な
社
会
人
に
向
け
て
、
２
０
１
８
年
度
秋
学
期
か

ら
土
曜
日
１
回
完
結
型
の
「
サ
タ
デ
ー
レ
ク
チ
ャ
ー
～
早
稲 

田
の
杜
の
教
養
シ

リ
ー
ズ
～
」
を
展
開

し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ま
で
は
子
ど
も

向
け
講
座
を
夏
休
み

に
合
わ
せ
て
実
施
し

て
き
た
が
、
２
０
１

９
年
度
か
ら
新
た
な

取
り
組
み
と
し
て
、

同
セ
ン
タ
ー
初
の
小

学
生
向
け
講
座

「W
A

SED
A

 K
ids 

English
」
を
開
講 

す
る
。

昨年12月に開催した第１回「サタデーレクチャー～早稲田の杜の教
養シリーズ～」で講演する中林美恵子教授
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⑵ 　

ビ
ジ
ネ
ス・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
エ
グ
ゼ

ク
テ
ィ
ブ
教
育

　

ビ
ジ
ネ
ス・

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
セ
ン
タ
ー
が
大
学
院
経
営
管

理
研
究
科
（
早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
）
と
連
携
し
、
主

に
経
営
管
理
層
の
中
核
と
し
て
活
躍
す
る
企
業
人
が
抱
え
る
課
題

を
克
服
す
る
た
め
の
知
見
を
提
供
し
て
い
る
。
個
人
で
受
講
申
し

込
み
が
で
き
る
「
Ｍ
Ｂ
Ａ
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ズ
」、「
フ
ァ
ン
ド
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」、「
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト・

バ
ン
キ
ン
グ
講
座
」

の
ほ
か
、
所
属
企
業
の
推
薦
、
派
遣
を
受
け
て
受
講
す
る
「
集
中

講
座　

エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
や
「EM
BA

 Essence

」

な
ど
、
多
数
の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て

い
る
。
２
０
１
７
年
度
実
績
で
年
間
39
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
講
し
、

約
４
０
０
０
人
（
延
べ
人
数
）
が
参
加
し
て
い
る
。

⑶ 　

大
学
院
日
本
語
教
育
研
究
科
に
よ
る
目
的
別
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

大
学
院
日
本
語
教
育
研
究
科
で
は
、
ま
す
ま
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化

す
る
社
会
の
流
れ
を
受
け
、「
教
室
で
日
本
語
を
教
え
る
日
本
語
教

師
」
に
限
ら
ず
、
日
本
語
教
育
学
に
関
す
る
知
見
と
実
践
力
を
身

に
付
け
、
広
く
社
会
づ
く
り
に
貢
献
で
き
る
「
日
本
語
教
育
実
践

者
」
の
輩
出
を
目
指
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度
に
は
、
実
質
的

な
通
学
が
１
年
で
完
了
す
る
「
現
職
社
会
人
コ
ー
ス
」
を
正
規
課

程
に
新
た
に
設
け
、
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
児
童・

生
徒
の
指

導
を
担
う
教
師
や
、
外
国
人
住
民
に
か
か
わ
る
公
務
員
が
１
年
間

の
休
職
で
修
士
号
を
取
得
で
き
る
仕
組
み
も
整
え
た
。

　

ま
た
、
ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー
の
公
開
講
座
と
し
て
、
週
に
１
回
の

通
学
型
の
「
日
本
語
教
育
学
公
開
講
座
」、
よ
り
実
践
的
な
課
題
を

双
方
向
に
話
し
合
う
「
日
本
語
教
育
実
践
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」、
日

本
語
教
育
の
基
礎
を
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
世
界
中
で
学
べ
る
「
オ

ン
デ
マ
ン
ド
講
座
」
を
開
講
し
て
い
る
。

⑷ 　

ス
ポ
ー
ツM

BA Essence

　

こ
れ
か
ら
の
ス
ポ
ー
ツ
ビ
ジ
ネ
ス
界
を
担
う
た
め
に
、
ス
ポ
ー

ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
知
識
を
必
要
と
す
る
社
会
人
向
け
の

ノ
ン
デ
ィ
グ
リ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツM

BA
 

Essence

」
を
２
０
１
７
年
度
に
開
始
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
経
営

学
的
な
視
点
か
ら
総
合
的
に
学
べ
る
点
が
最
大
の
特
徴
で
あ
り
、

授
業
は
ス
ポ
ー
ツ
を
専
門
と
す
る
ス
ポ
ー
ツ
科
学
学
術
院
の
教
授

陣
と
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
専
門
と
す
る
早
稲
田
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー

ル
の
教
授
陣
の
双
方
が
担
当
す
る
。
講
義
に
加
え
、
グ
ル
ー
プ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
る
実
践
的
な
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
も
取
り
扱
う
。

科
目
単
位
で
は
な
く
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
受
講
と
な
っ
て
お
り
、
ス
ポ
ー

ツ
ビ
ジ
ネ
ス
に
関
連
す
る
重
要
な
要
素
を
体
系
的
に
学
ぶ
こ
と
が
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で
き
る
。

⑸ 　

W
ASED

A N
EO

　

本
学
の
社
会
人
教
育
の
伝
統
を
ふ
ま
え
、
新
た
な
取
り
組
み
と

し
て
２
０
１
７
年
度
に
Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
日
本
橋
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「W
A

SED
A

 N
EO

」
は
、
次
の
時
代
を
創
る
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
た
め
の
「
共
創
の
場
」
の
実
現
を
目

指
し
活
動
を
開
始
し
た
。
最
先
端
の
理
論
や
知
識
に
触
れ
る
機
会

と
と
も
に
、
未
来
志
向
の
パ
イ
オ
ニ
ア
た
ち
と
学
び
合
い
、
交
流

す
る
場
を
提
供
す
べ
く
、
学
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
人
材・

団
体・

企
業
と
の
連
携・

協
働
に
よ
る
多
様
な
サ
ー
ビ
ス
や
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
設
定
し
て
い
る
。
事
業
の
主
な
柱
は
次
の
三
つ
で
あ
る
。

　

①　

パ
イ
オ
ニ
ア・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

知
の
更
新
と
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
、
応
援
し
合
え
る
仲
間
づ
く
り
の

た
め
の
会
員
制
サ
ー
ビ
ス
「
パ
イ
オ
ニ
ア・

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」。
会

員
同
士
の
交
流
の
場
や
ワ
ー
ク
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で
き
る
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ラ
ウ
ン
ジ
」、
時
代
の
最
先
端
を
走
る
方
々
の
価
値
観

や
世
界
観
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
パ
イ
オ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」、

未
来
へ
向
け
た
想
い
を
会
員
同
士
で
共
有
し
、
学
び
合
う
こ
と
が

で
き
る
「
コ・

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
を
主
な
要
素
と
し
て
い
る
。「
パ
イ

オ
ニ
ア
セ
ミ
ナ
ー
」
は
会
員
以
外
も
参
加
可
能
で
あ
る
が
、
会
員

は
年
間
10
回
ま
で
無
料

で
受
講
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
付
随
し
て
、
カ

フ
ェ
サ
ー
ビ
ス
の
ほ
か
、

サ
ロ
ン
ス
ペ
ー
ス
や
充

実
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
の
利
用
、
交
流
プ

ロ
グ
ラ
ム
参
加
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て

い
る
。

　

② 　

学
び
の
プ
ロ
グ

ラ
ム

　

キ
ャ
リ
ア
形
成
や
事

業
創
造
の
理
論
な
ど
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
つ
く
る
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
に
必
要
と
さ
れ

る
、
多
種
多
様
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
、

平
日
の
昼
と
夜
お
よ
び
土
曜
日
の
昼
に
開
講
し
て
い
る
。
ま
た
、

出
勤
前
の
１
時
間
で
、
す
ぐ
に
使
え
る
ス
キ
ル
の
修
得
、
向
上
心

旺
盛
な
仲
間
と
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
を
目
指
す
「
日

本
橋
ブ
レ
ッ
ク
フ
ァ
ス
ト
セ
ミ
ナ
ー
（
通
称
：
朝
活
）」
を
展
開
。

さ
ら
に
法
人
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、
企
業・

団
体
が
抱
え
る WASEDA NEO 内の「コワーキングスペース」
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課
題
に
対
応
す
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
で
実
施

す
る
サ
ー
ビ
ス
も
あ
る
。

　

③　

Ｎ
Ｅ
Ｏ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
拠
点

　

実
践
的
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
をW

A
SED

A
 N

EO

と
協
働
展
開

す
る
運
営
者
や
、W

A
SED

A
 N

EO

の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
が
入
居

で
き
る
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
し
て
い
る
。
入
居
者
同
士
の

交
流
を
通
じ
た
次
の
成
長
シ
ー
ズ
の
発
見
や
オ
ー
プ
ン
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
環
境
構
築
を
目
指
し
て
い
る
。

⑹　

履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム

　

本
学
は
非
正
規
生
向
け
の
社
会
人
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
多
数
提

供
し
て
き
て
い
る
が
、
２
０
１
８
年
ま
で
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
し
て
の
提
供
は
な
か
っ
た
。

　

よ
り
多
く
の
方
々
が
職
業
人
と
し
て
の
専
門
ス
キ
ル
を
習
得
し

や
す
く
す
る
た
め
に
、
２
０
１
８
年
５
月
に
「
21
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
開
発
」（
主
担
当
：
日
向
野
幹
也
早
稲
田
大
学
教
授
）
の
講

座
が
ス
タ
ー
ト
し
、
６
月
に
は
「
ス
マ
ー
ト
エ
ス
イ
ー
」（
主
担

当
：
鷲
崎
弘
宣
早
稲
田
大
学
教
授
）
の
講
座
を
開
始
し
て
い
る
。

21
世
紀
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
は
、
権
限
に
よ
ら
な
い
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
獲
得
の
み
な
ら
ず
、
他
者
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
開
発
を

行
う
「
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
教
育
者
」
の
育
成
を
目
的
と
し
て
お
り
、

高
校
教
員
や
大
学
教
職
員
、
企
業
の
人
事・

研
修
担
当
者
が
受
講

し
て
い
る
。
ス
マ
ー
ト
エ
ス
イ
ー
はW

A
SED

A
 N

EO

を
拠
点

に
、
第
一
線
の
教
育
者・

研
究
者・

実
務
家
が
、
超
ス
マ
ー
ト
社

会
を
国
際
的
に
リ
ー
ド
す
る
イ
ノ
ベ
ー
テ
ィ
ブ
人
材
を
育
成
す
る

Ａ
Ｉ・

Ｉ
ｏ
Ｔ・

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
技
術
分
野
の
社
会
人
学
び
直
し

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
早
稲
田
大
学
が
代
表
校
と
な
り
、
13
の
大

学・

研
究
機
関
と
共
に
文
部
科
学
省
平
成
29
年
度
「
成
長
分
野
を

支
え
る
情
報
技
術
人
材
の
育
成
拠
点
の
形
成
」
の
公
募
（enPiT

-
Pro

）
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。

３　
社
会
人
教
育
事
業
室
の
創
設
と
今
後
の
展
望

　

人
生
１
０
０
年
時
代
の
到
来
に
よ
り
、
従
来
型
の
就
学
→
就
労

→
引
退
と
い
う
単
線
型
の
人
生
か
ら
、「
学
び
」「
仕
事
」「
余
暇
」

や
、
こ
れ
ら
の
ど
れ
に
も
属
さ
な
い
「
開
拓
」
の
時
期
が
混
在
あ

る
い
は
並
行
す
る
複
線
型
の
人
生
に
シ
フ
ト
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
働
き
方
改
革
の
流
れ
を
受
け
て
、
就
職・

就
労
の
形
態
も
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、高
等
教

育
機
関
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、マ
ル
チ
ス
テ
ー
ジ・

マ
ル
チ
パ
ー
パ

ス
に
対
応
し
得
る
、
多
様
な
形
態
に
よ
る
「
学
び
の
場
」
で
あ
る
。

　

そ
の
実
現
に
向
け
、
本
学
は
２
０
１
７
年
６
月
に
「
社
会
人
教
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育
事
業
室
」
を
開
設
し
、
社
会
人
の
た
め
の
学
び
の
機
会
を
創
出・

推
進
す
る
体
制
を
整
備
し
た
。
学
内
に
協
力
体
制
を
築
き
、
散
在

す
る
多
く
の
「
社
会
人
の
学
び
」
の
た
め
の
資
源
を
活
用
し
て
、

大
学
全
体
と
し
て
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
社
会
に
提
供・

発
信
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
、
多
様
な
世

代
、
多
様
な
目
的
の
た
め
の
「
学
び
」
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
な

る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
早
稲
田
大
学
ま
な
び
の
コ
ン
パ
ス
」（https://

w
w

w
.w

asecom
.jp/

）
を
開
設
し
た
。
本
サ
イ
ト
で
は
、
各
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
紹
介
は
も
と
よ
り
、
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
を
提
示
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
「
学
び
」
へ
の
気
運
の
醸
成
を
目
指
し
、
受
講
者
や
講

師
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
、
特
色
あ
る
講
座
の
紹
介
記
事
な
ど
を
積
極

的
に
発
信
し
て
い
る
。

　

本
学
の
中
長
期
計
画
「W

aseda V
ision 150

」
に
お
い
て
も
、

「
社
会
人
教
育
の
拡
充
」
は
重
点
課
題
の
一
つ
に
位
置
付
け
ら
れ
て

い
る
。
本
学
の
総
合
力
と
可
能
性
を
最
大
限
に
発
揮
す
べ
く
、
既

存
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
活
用
と
新
た
な
シ
ー
ズ
の
発
見・

開
発
に
よ

り
、
先
進
的
な
生
涯
学
習・

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
の
モ
デ
ル
の
構
築

を
目
指
し
て
い
る
。 

小特集●社会人・企業向け講座のいま

83 大学時報　2019.3



は
じ
め
に

　

明
治
大
学
に
よ
る
、
社
会
人
の
生
涯
学
習
の
拠
点
が
「
明
治
大

学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
で
あ
る
。
２
０
１
９
年
は
リ
バ
テ
ィ

ア
カ
デ
ミ
ー
開
設
20
周
年
の
節
目
の
年
と
な
る
。
リ
バ
テ
ィ
ア
カ

デ
ミ
ー
の
三
つ
の
教
育
分
野
の
柱
の
一
つ
が
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ

ム
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
は
仕
事
と
学
び
の
両
立
を
実
現
す
べ
く
、

夜
間
と
土
曜
日
に
講
座
を
開
設
し
て
き
た
。
４
年
前
に
は
、「
履
修

証
明
制
度
」
を
活
用
し
、
女
性
を
対
象
に
平
日
の
昼
間
に
開
講
す

る
「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
も
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
や
可
能
性
か
ら
、

次
の
時
代
の
大
学
教
育
の
あ
る
べ
き
姿
も
見
え
て
く
る
。

１　
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
成
り
立
ち
か
ら
現
在
ま
で

　

明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
で
は
、
毎
年
延
べ
４
０
０
以

上
の
講
座
が
開
講
さ
れ
、
年
間
、
延
べ
２
万
５
０
０
０
人
以
上
の

受
講
生
が
各
種
の
学
び
を
体
験
し
て
い
る
。
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー

の
母
体
は
、
１
９
９
０
年
代
に
明
治
大
学
が
大
学
を
離
れ
て
、
長

野
県
諏
訪
市
や
千
葉
県
成
田
市
で
開
講
し
た
公
開
講
座
で
あ
る
。

１
９
９
７
年
ス
タ
ー
ト
の
「
明
治
大
学・

成
田
社
会
人
大
学
」
は
、

い
ま
で
も
地
域
で
の
学
び
の
場
と
い
う
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

１
９
９
９
年
に
、
明
治
大
学
の
社
会
人
講
座
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
「
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
」
が
正
式
に
発
足
し
、

そ
の
２
年
後
に
は
、「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
独
立
し
た
。
現

在
で
は
、
平
日
の
昼
間
開
講
の
「
教
養・

文
化
講
座
」、
平
日
の
夜

小
特
集

社
会
人・

企
業
向
け
講
座
の
い
ま

「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
で
の
学
び
と
成
果

～
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
20
年
の
歩
み
と
と
も
に
～

小
川 

智
由
●
明
治
大
学
商
学
部
教
授
、
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
専
門
部
会
長
、

「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
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図表１　「リバティアカデミー」20年の歩み
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間
と
土
曜
日
開
講
の
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｆ
Ｌ
、

Ｔ
Ｏ
Ｅ
Ｉ
Ｃ
、
英
会
話
、
第
２
外
国
語
、
公
務
員
試
験
受
験
対
策
、

就
職
に
関
連
す
る
資
格
講
座
な
ど
学
生
の
受
講
を
主
眼
と
す
る
「
資

格・

実
務・
語
学
講
座
」
の
３
分
野
を
柱
に
、
新
た
に
加
わ
っ
た

「
履
修
証
明
プ
ロ
グ
ラ
ム
」、
啓
発
活
動
と
し
て
の
「
オ
ー
プ
ン
講

座
」
に
よ
っ
て
講
座
群
の
全
体
が
構
成
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
０
３
年
に
、
本
学
の
中
核
で
あ
る
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

社
会
人
の
学
び
の
た
め
の
11
階
建
て
校
舎
建
物
「
ア
カ
デ
ミ
ー
コ

モ
ン
」
が
完
成
し
た
。
１
０
０
０
人
以
上
を
収
容
す
る
大
ホ
ー
ル
、

ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
、
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
、
会
計
専
門
職
大
学
院
、

行
政
専
門
職
大
学
院
な
ど
の
各
種
専
門
職
大
学
院
な
ど
と
と
も
に
、

そ
の
校
舎
の
最
上
階
が
、
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
専
用
教
室
フ

ロ
ア
と
な
っ
て
い
る
。
ア
カ
デ
ミ
ー
コ
モ
ン
完
成
後
は
、
リ
バ
テ
ィ

ア
カ
デ
ミ
ー
の
講
座
数
を
大
幅
に
増
や
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

大
学
の
授
業
期
間
に
合
わ
せ
て
春
学
期
と
秋
学
期
の
２
期
に
分

け
、
半
期
で
２
０
０
講
座
以
上
、
年
間
延
べ
４
０
０
講
座
以
上
が

開
講
さ
れ
て
い
る
。
講
座
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

形
式
の
15
人
程
度
の
講
座
か
ら
、
大
教
室
や
ホ
ー
ル
で
の
講
義
や

講
演
会
方
式
ま
で
、
多
彩
な
ス
タ
イ
ル
が
揃
っ
て
い
る
。
春
と
秋

の
開
講
時
期
に
は
、
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
存
在
を
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
無
料
の
オ
ー
プ
ン
講
座
も
幅
広
く
展
開
し
て
い
る
。

　

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
受
講
に
は
、
個
人
の
会
員
登
録
が
必
要

で
あ
り
、会
員
は
大
学
の
図
書
館
が
利
用
で
き
、学
内
の
カ
フ
ェ
や

レ
ス
ト
ラ
ン
、書
店
で
の
割
引
、大
学
博
物
館
の
特
別
展
示
へ
の
招

待
な
ど
の
特
典
が
得
ら
れ
る
。
ポ
イ
ン
ト
制
度
も
整
備
さ
れ
、
継

続
的
な
受
講
の
促
進
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
講
座
受
講
に
よ
る
取

得
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
て
、「
ア
カ
デ
ミ
ー・

マ
ス
タ
ー
」
や
、
年

会
費
免
除
の
永
久
会
員
「
ア
カ
デ
ミ
ー・

ド
ク
タ
ー
」
な
ど
の
称
号

が
授
与
さ
れ
る
が
、「
教
養・

文
化
講
座
」を
受
講
し
て
い
る
女
性
や

高
齢
者
の
方
々
は
ポ
イ
ン
ト
の
獲
得
ペ
ー
ス
が
速
い
よ
う
で
あ
る
。

　

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
特
筆
す
べ
き
特
長
の
一
つ
は
、
明
治

大
学
の
専
任
教
員
が
必
ず
講
座
の
講
師
ま
た
は
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

を
務
め
る
と
い
う
原
則
で
あ
る
。
講
座
の
実
施
を
外
部
機
関
や
学

外
者
に
全
て
委
託
す
る
と
い
う
こ
と
が
な
く
、
そ
れ
が
講
師
役
の

教
員
と
受
講
生
と
の
信
頼
と
き
ず
な
の
強
さ
、
す
な
わ
ち
リ
バ
テ
ィ

ア
カ
デ
ミ
ー
の
継
続
的
発
展
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

２�　
明
治
大
学
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の「
ビ
ジ
ネ
ス�

プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
講
座
数
は
半
年
間
で
40
～
50
、
内
容

は
「
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
金
融・

会
計・

財
務
」「
経
営・

マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
」「
人
事・

組
織
」「
思
考・

実
務
」
と
多
く
の
領
域
に
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わ
た
っ
て
い
る
。
原
則
と
し
て
平
日
の
夜
７
時
か
ら
９
時
、
も
し

く
は
土
曜
日
に
開
講
さ
れ
て
お
り
、
６
回
の
講
義
を
１
講
座
の
基

本
と
す
る
が
、
３
回
で
終
え
る
も
の
や
10
回
続
く
も
の
も
見
受
け

ら
れ
る
。
図
表
２
が
、
２
０
１
９
年
春
学
期
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
」
の
講
座
一
覧
で
あ
る
。

　

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
に
は
、
前
述
の
個
人
会
員
制
度
に
加
え

て
、
法
人
会
員
制
度
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
法
人
会
員
で
あ
る
企

業・

団
体
の
社
員・

職
員
は
受
講
料
が
２
割
引
に
な
る
と
と
も
に
、

受
講
期
間
中
は
自
動
的
に
個
人
会
員
と
同
様
の
特
典
が
得
ら
れ
る
。

法
人
会
員
制
度
は
大
手
企
業
が
社
員
研
修
の
場
と
し
て
活
用
し
て

い
る
の
み
な
ら
ず
、
中
堅
企
業
の
経
営
者
が
、
ま
ず
個
人
会
員
と

し
て
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
、
そ
の
成
果
を
実
感
し
て

法
人
会
員
と
な
り
、
自
社
の
社
員
を
受
講
生
と
し
て
次
々
に
派
遣

し
て
く
だ
さ
る
と
い
う
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。

　

本
学
の
学
生
は
受
講
料
が
５
割
引
と
な
る
が
、
学
部
に
よ
っ
て

は
残
り
の
半
額
を
学
部
予
算
で
負
担
し
、
学
生
個
人
の
支
出
な
し

に
一
定
講
座
数
の
受
講
を
認
め
て
い
る
。
特
に
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
の

講
座
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
型
の
少
人
数
講
座
で
は
、
学
生
が
講
座

内
容
の
理
解
の
み
な
ら
ず
、
就
職
活
動
や
残
り
の
学
生
生
活
の
過

ご
し
方
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ヒ
ン
ト
を
得
る
な
ど
、
意
欲
の
高

い
社
会
人
の
方
々
と
共
に
学
ぶ
効
果
は
大
き
い
。

図表２　「ビジネスプログラム」講座一覧、2019年春学期

実践・マーケティング戦略セミナー
上原と大友のマーケティング・ゼミナール
一気にビジネス・コミュニケーションの“コツ”を学んでしまおう!
イノベーション発想法（実習編）
物流戦略を考えるサロン
サプライチェーン・ロジスティクスマネジメントの基本理解と事例・演習
プチ MBA・ケーススタディで学ぶ実践マーケティングゼミ
ブランド・マネジメント
事業改革のためのビジネスモデルデザイン実践講座
WEB マーケティング実践講座
実践・財務分析のポイントと企業価値評価
投資の肝であるテクニカル分析を学び投資の知識を高めましょう
財務諸表の見方・読み方（平日夜間コース）
財務諸表の見方・読み方（土曜集中コース）
金融・財務リテラシー
金融商品の仕組みと活用方法
投資・運用の始め方と経済の読み方
はじめて学ぶ経理実務入門
企業実務に必須の税金の基礎知識をマスターする講座
中小企業の管理会計／税務と経営戦略
金融改革ゼミナール
新しい株式投資への第一歩
安全学入門
ドラッカーが説いたマネジメント・スコアカード実践のすすめ

少子高齢社会時代の人事労務管理
ファミリービジネスから読み解く事業承継の本質

「空き家問題」と「住宅資産活用ビジネス」を学ぶ
起業家入門講座
マネジメント層に求められるコンピテンシーの理解と開発
戦略古典・「孫子」とクラウゼヴィッツ「戦争論」の本質を読み解く
ビッグデータ、IoT 時代のデータ分析のスキルを学ぶ
50代からの自分再発見と未来キャリアの作り方
今求められるビジネススキルとしての政治・経済学
ビジネスパーソンのためのライフステージマネジメント
悔い無き人生を実現する「ビジョン・ロードマップ」講座
論理的思考による問題解決・意思決定力強化講座
ことばが変えるあなたの世界
心のセルフマネジメント
人を動かすビジネスプレゼンテーション
言葉で人を動かすコミュニケーション術
好感度アップ！テレビに学ぶ伝え方のコツ
ホウ・レン・ソウ（報告・連絡・相談）力強化講座
働き方改革関連法の詳細と実務対応
人事の定量分析
コーチング入門（火曜コース）
コーチング入門（金曜コース）
コーチング・アドバンス
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ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
見
ら
れ
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
依

頼
者
の
目
的
に
即
し
た
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定
す
る
「
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
型
研
修
」
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
各
業
界
の
メ
ー
カ
ー
、

鉄
道
会
社
や
大
手
小
売
業
な
ど
に
よ
る
、
社
員
を
対
象
と
し
た
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
や
顧
客
満
足
、
営
業
、
企
画
立
案
と
い
う
テ
ー
マ
で

の
社
員
研
修
や
、
保
険
会
社
に
よ
る
寄
付
講
座
と
し
て
の
公
開
講

座
、
金
融
機
関
の
取
引
先
若
手
経
営
者
の
勉
強
会
な
ど
が
展
開
さ

れ
て
い
る
。
新
し
い
傾
向
と
し
て
は
、
美
容
品
業
界
の
メ
ー
カ
ー
、

流
通
業
と
美
容
サ
ロ
ン
経
営
者
が
一
丸
と
な
っ
た
研
修
企
画
、
中

国
の
商
業
施
設
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
と
小
売
業
が
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
業

界
団
体
の
主
催
に
よ
る
研
修
な
ど
、
国
内・
外
の
業
界
レ
ベ
ル
に

お
け
る
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
型
研
修
の
依
頼
が
届
き
始
め
て
い
る
。

３　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
受
講
生
像

　

こ
れ
ま
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
績
か
ら
、
受
講
生
像

の
変
遷
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
20
年
前
、
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー

が
ス
タ
ー
ト
し
た
当
初
の
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
に
は
、
比
較
的
高
齢
の

熱
心
な
受
講
生
が
目
立
っ
て
い
た
。
受
講
動
機
は
、
自
身
が
仕
事

で
た
ど
っ
た
軌
跡
を
専
門
的
、
あ
る
い
は
学
術
的
な
視
点
か
ら
考

察
し
直
し
た
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
現
在
、
大
学
院
商
学
研

究
科
に
60
歳
以
上
を
受
験
資
格
と
す
る
シ
ニ
ア
入
試
制
度
が
あ
る

が
、
今
日
の
そ
の
受
験
生
と
も
共
通
す
る
研
究
意
欲
で
あ
る
。

　

次
の
時
期
、
10
年
ほ
ど
前
か
ら
目
立
ち
始
め
た
の
は
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
部
長
に
任
命
さ
れ
た
、
あ
る
い
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
部

門
に
配
属
に
な
っ
た
な
ど
の
理
由
で
、
改
め
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

を
学
び
直
し
た
い
と
い
う
受
講
生
で
あ
る
。
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー

で
は
、
学
術
雑
誌
の
論
文
査
読
に
準
じ
た
プ
ロ
セ
ス
を
経
て
、
講

師
が
執
筆
し
た
テ
キ
ス
ト
や
受
講
生
の
研
究
成
果
の
論
文
を
『
ブ
ッ

ク
レ
ッ
ト
』
と
し
て
発
行
し
て
い
る
。
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
執
筆
後
に

学
会
に
入
会
す
る
な
ど
し
て
研
究
業
績
を
積
み
、
大
学
の
実
務
家

教
員
と
し
て
活
躍
中
の
方
も
見
受
け
ら
れ
る
。
10
年
以
上
前
か
ら
、

商
学
部
で
も
産
学
連
携
の
新
た
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
導
入
に
注
力

し
た
が
、
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
け
る
経
験
や
成
果
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
形
で
学
部
の
産
学
連
携
の
授
業
に
も
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、当
時
、社
会
人
の
学
び
直
し
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、長
野
県

飯
田
市
で
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
を
開
講
し
た
。
そ
の
受
講
生
の
方
々
が
、

受
講
後
に
現
地
で
地
域
活
性
化
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を
創
設
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
経
緯
な
ど
か
ら
、
飯
田
市
が
大
学
な

ど
の
地
域
連
携
教
育
の
活
動
拠
点
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
後
は
、
受
講
生
の
年
齢
の
若
返
り
現
象
と
、
女
性
の
受
講

生
増
加
が
顕
著
に
な
っ
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
私
自
身
の
専
門

で
も
あ
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
関
連
の
講
座
で
は
、「
情
報
部
門
や
シ
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ス
テ
ム
開
発
部
門
、
人
事
部
門
に
所
属
し
て
い
る
が
、
ビ
ジ
ネ
ス

の
全
体
像
を
知
る
た
め
に
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
学
び
た
い
」、「
素

材
メ
ー
カ
ー
勤
務
で
あ
る
が
、
取
引
先
の
消
費
財
メ
ー
カ
ー
の
立

場
か
ら
顧
客
ニ
ー
ズ
を
取
り
込
む
術
を
身
に
付
け
た
い
」、「
研
究

開
発
の
担
当
だ
が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
必
要
性
を
実
感
し
て
い

る
」
と
い
っ
た
受
講
生
が
増
え
、
所
属
企
業
や
部
門
、
業
種
の
枠

を
超
え
た
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
も
重
要
な
受
講
動
機
と
な
っ

て
い
る
。
大
学
附
属
病
院
の
研
修
医
が
、「
遺
伝
子
工
学
分
野
の
起

業
も
視
野
に
、
ビ
ジ
ネ
ス
を
深
く
学
び
た
い
」
と
語
っ
て
お
ら
れ

た
の
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

４�　
履
修
証
明
制
度
の
活
用
に
よ
る「
女
性
の
た
め
の

ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

　

２
０
１
４
年
に
大
学
の
方
針
と
し
て
「
履
修
証
明
制
度
」
の
活

用
が
決
ま
り
、
そ
の
講
座
を
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
開
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ

ク
以
降
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
訓
練
講
座
と
し
て
、
求
職
者
を
対

象
と
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
層
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
座
」
を 

リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
が
受
託
し
て
い
た
が
、
受
講
生
に
お
け
る

女
性
の
比
率
が
年
々
高
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
昼
の
時
間

帯
に
実
施
す
る
女
性
を
対
象
と
し
た
半
年
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
講
座
と

し
て
、
履
修
証
明
制
度
に
見
合
う
１
２
０
時
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
い
う
名
称

で
展
開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

２
０
１
５
年
春
に
第
１
期
生
の
募
集
を
開
始
し
、
今
春
に
は
９

期
生
が
学
び
始
め
る
こ
と
に
な
る
。
講
座
の
企
画
段
階
で
は
、
商

学
部
で
私
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
学
生
だ
っ
た
卒
業
生
の
女
性
た
ち
が
、

ゼ
ミ
の
Ｏ
Ｂ・

Ｏ
Ｇ
会
で
口
に
す
る
結
婚
や
出
産
に
よ
る
離
職
と
、

離
職
後
の
仕
事
復
帰
へ
の
葛
藤
な
ど
も
、
講
座
の
基
本
理
念
や
具

体
的
な
講
座
の
組
み
立
て
に
大
い
に
参
考
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、

ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
永
年
の
講
座
運
営
の
実
績
、
商
学
部
の

10
年
前
か
ら
の
企
業
や
地
域
と
の
連
携
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
を
土
台
に
、
そ
の
講
座
の
受
講
生
が
、
や
が
て
は

専
門
職
大
学
院
の
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
入
学
す
る
こ
と
な
ど
も

視
野
に
入
れ
つ
つ
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
編
成
し
た
。
図
表
３
が
、

そ
の
昼
間
コ
ー
ス
９
期
生
の
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
一
部
で
あ
る
。

　

潜
在
的
な
実
力
を
備
え
た
女
性
受
講
生
た
ち
の
、
学
ぶ
意
欲
は

高
い
。
学
生
時
代
の
専
門
分
野
や
ビ
ジ
ネ
ス
経
験
の
背
景
は
互
い

に
異
な
る
も
の
の
、
同
じ
前
向
き
な
気
持
ち
で
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
真
剣
に
学
ぶ
仲
間
と
し
て
の
共
通
意
識
も
強
い
よ
う
で
あ

る
。
受
講
前
は
家
事
と
の
両
立
を
心
配
し
た
も
の
の
、
子
ど
も
た

ち
や
夫
も
む
し
ろ
家
事
に
協
力
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
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図表３　『女性のためのスマートキャリアプログラム（昼間コース）』の概要
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に
は
家
族
間
で
ビ
ジ
ネ
ス
や
経
済
に
ま
つ
わ
る
話
題
も
増
え
て
、

か
え
っ
て
家
族
と
の
絆
が
深
ま
っ
た
と
い
う
受
講
生
の
感
想
が
多

い
。
講
座
開
始
直
後
か
ら
、
１
億
総
活
躍
、
働
き
方
改
革
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
社
会
な
ど
と
盛
ん
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
各
企
業
に
よ
る
中
途
採
用
者
の
積
極
的
な
受
け
入
れ

制
度
の
拡
充
が
、
女
性
活
躍
の
場
の
拡
大
に
は
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
「
女
性
の
た
め
の
ス
マ
ー
ト
キ
ャ
リ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
は
、
そ
れ

ま
で
の
各
講
座
別
の
募
集
と
申
し
込
み
で
は
な
く
、
い
わ
ば
パ
ッ

ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
半
年
間
１
２
０
時
間
の
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
あ
る
。
講
座
開
始
直
後
か
ら
、
同
じ
内
容
の
講
座
パ
ッ
ケ
ー

ジ
を
、
働
き
な
が
ら
夜
間
で
も
学
べ
る
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が

続
い
た
た
め
、
２
０
１
５
年
秋
の
講
座
か
ら
、
昼
間
だ
け
で
は
な

く
夜
間・

土
曜
日
の
み
の
講
座
も
併
せ
て
開
講
。
企
業
か
ら
の
派

遣
も
含
め
て
、
働
き
な
が
ら
学
ぶ
受
講
生
も
増
加
し
つ
つ
あ
る
。

５　
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
」の
将
来
展
望
と
可
能
性

　

明
治
大
学
は
、
か
つ
て
は
働
き
な
が
ら
学
ぶ
社
会
人
教
育
の
場

で
あ
っ
た
学
部
二
部
の
募
集
を
２
０
０
４
年
に
停
止
し
た
。
そ
の

社
会
人
教
育
の
役
割
を
引
き
継
い
だ
の
が
、
夜
間・

土
曜
日
に
講

座
を
開
設
す
る
リ
バ
テ
ィ
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
あ
り
、
同
年
、
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
と
し
て
開
設
さ
れ
た
グ
ロ
ー

バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
研
究
科
な
ど
の
専
門
職
大
学
院
で
あ
ろ
う
。

　

21
世
紀
に
入
り
、
各
大
学
は
時
代
の
変
化
を
反
映
し
た
「
新
学

部
の
開
設
」
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
一
層
の
進
展
を
見
込
ん
だ
「
国

際
化
の
推
進
」
を
進
め
て
き
た
が
、
次
の
テ
ー
マ
は
「
社
会
人
の

学
び
の
拡
充
」
で
あ
ろ
う
。
履
修
証
明
制
度
の
活
用
に
至
る
ビ
ジ

ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
展
を
振
り
返
る
と
、
か
つ
て
の
よ
う
な
単

発
の
公
開
講
座
方
式
の
講
座
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
な
ら
ず
、
一
定
の

期
間
継
続
し
て
学
ぶ
体
系
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
強
く
求

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

欧
米
や
ア
ジ
ア
諸
国
の
大
学・

大
学
院
で
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ａ
な
ど

の
名
称
で
、
修
士
の
学
位
取
得
を
目
的
と
せ
ず
に
、
半
年
な
い
し

は
数
カ
月
の
期
間
、
専
門
的
に
学
ん
で
修
了
証
や
受
講
証
明
書
が

授
与
さ
れ
る
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ・

ビ
ジ
ネ
ス・

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
増

加・

定
着
し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
と
も
す
る
と
そ
れ
ぞ
れ

が
独
自
の
体
制
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
大
学
内
の
学
部
レ
ベ
ル
の

教
育
、
大
学
院
や
専
門
職
大
学
院
の
教
育・

研
究
体
制
、
さ
ら
に

は
従
来
の
社
会
人
教
育
、
な
ら
び
に
教
員
の
研
究
推
進
組
織
や
学

生
の
キ
ャ
リ
ア
支
援
部
署
な
ど
が
強
固
に
連
携
し
て
、
よ
り
専
門

的
か
つ
高
度
な
ビ
ジ
ネ
ス
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
、

グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
に
よ
る
大
学
教
育
に
対
す
る
新
た
な
使
命
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
。 
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１　
社
会
人
講
座
の
理
念

　

中
央
大
学
経
理
研
究
所
は
、
優
に
半
世
紀
を
超
え
る
間
、
企
業

社
会
に
適
切
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。

し
か
も
、
そ
の
講
義
内
容
は
平
易
な
理
解
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら

も
質
的
レ
ベ
ル
は
決
し
て
下
げ
な
い
と
い
う
、
初
代
所
長・

太
田

哲
三
以
来
の
〝
想
い
〟
を
貫
徹
し
て
い
る
。
そ
の
精
神
を
軸
と
し
、

各
領
域
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
専
門
家
を
講
師
と
し
て
迎
え
、
折
々

の
課
題
を
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、
安
価
な
受
講
料
で
研
究
会
、
専

門
講
座
、
社
会
人
簿
記
講
座
を
展
開
し
て
い
る
。

２　
研
究
会

　

有
料
会
員
制
の
月
例
研
究
会
と
し
て
、
実
務
の
第
一
線
で
活
躍

す
る
職
業
会
計
人
、
企
業
実
務
家
、
大
学
ま
た
は
研
究
機
関
の
研

究
者
を
講
師
に
招
き
、
各
界・

各
分
野
の
専
門
家
と
し
て
の
視
点

か
ら
、
会
員
の
《
知
的
好
奇
心
》
を
鼓
舞
し
、
知
性・

感
性
を
錬

磨
す
る
幅
広
い
領
域
の
「
知
」
を
提
供
し
て
い
る
。
会
員
は
、
講

師
と
の
間
で
知
的
情
報
の
共
有
が
可
能
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
講

師
と
の
質
疑
応
答
お
よ
び
会
員
相
互
の
討
論
を
通
じ
て
、
日
常
的

に
抱
え
る
問
題
点
の
解
決
策
を
模
索・

案
出
し
、
不
透
明
な
将
来

を
洞
察
す
る
発
想
や
示
唆
を
得
る
機
会
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　

企
業
は
、
そ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
理
念
）
の
実
現
に
向
け
て
、
環

境
変
化
に
順
応
し
得
る
《
適
応
性
》、
環
境
変
化
を
洞
察
し
得
る

《
先
見
性
》、
新
た
な
環
境
情
報
を
創
出
し
得
る
《
創
造
性
》
を
備

え
た
〝
人
財
〟
を
必
要
と
し
て
い
る
。
一
方
、
研
究
会
は
、
会
員

が
高
度
な
「
適
応
性・

先
見
性・

創
造
性
」
を
開
発・

修
得
す
る

契
機
と
な
る
《
舞
台
》
を
提
供
し
、
そ
れ
ら
能
力
の
開
発・

修
得

の
基
底
と
な
る
《
知
見
》
の
形
成
を
手
助
け
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
る
。

小
特
集

社
会
人・

企
業
向
け
講
座
の
い
ま

社
会
人
向
け
講
座
の
取
り
組
み

中
央
大
学
経
理
研
究
所
事
務
室
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３　
専
門
講
座

　

企
業・
団
体
な
ど
の
経
理・

経
営
管
理
担
当
者
、
会
計
専
門
職

（
公
認
会
計
士
、
税
理
士
）
な
ど
を
対
象
と
し
て
「
財
務
会
計
」

「
税
務
会
計
」「
管
理
会
計
」
の
３
講
座
を
開
講
し
て
い
る
。
こ
れ

ら
は
、
現
在
の
経
済・
産
業
界
や
企
業
経
営
の
現
実
が
抱
え
て
い

る
諸
種
の
問
題
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
取
り
上
げ
る
実
践
的
な
内
容
の

講
座
で
あ
り
、
近
年
、
顕
著
に
見
ら
れ
る
会
計・

税
務・

経
営
管

理
の
変
化
に
対
応
す
る
能
力
の
涵
養
を
目
的
と
す
る
高
品
質
な
講

座
と
し
て
評
価
を
得
て
い
る
。

　

財
務
会
計
講
座
で
は
、
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
（
国
際
財
務
報
告
基
準
）
に

お
け
る
重
要
論
点
を
扱
い
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
動
向
な
ど
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
わ
が
国
の
企
業
が
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
を
適
用
す
る
場
合
の
実

務
上
の
典
型
論
点
を
体
系
的
に
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

　

税
務
会
計
講
座
は
、
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
国
際
会
計
基
準

の
進
展
に
伴
う
取
り
引
き
や
、
企
業
会
計
の
変
革
に
対
応
し
た
課

税
制
度
の
あ
り
方
と
、
税
務
お
よ
び
法
解
釈
の
整
合
性
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

　

管
理
会
計
講
座
は
、
前
期
の
「
管
理
会
計
の
基
礎
的
理
解
」
に

重
点
を
置
き
、
そ
の
内
容
を
具
体
的
か
つ
平
易
に
講
義
し
て
い
る
。

後
期
は
、「
実
践
的
管
理
会
計
の
技
法
」
を
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
に
重

点
を
置
き
、
企
業
で
活
躍
し
て
い
る
方
を
ゲ
ス
ト
講
師
と
し
て
お

呼
び
し
て
理
解
を
深
め
て
い
く
、
リ
ア
リ
テ
ィ
に
富
ん
だ
講
座
で

あ
る
。

　

各
講
座
と
も
に
前
期
ま
た
は
後
期
全
10
回
の
受
講
の
ほ
か
、
関

心
の
あ
る
テ
ー
マ
の
み
を
受
講
す
る
こ
と
も
可
能
と
し
て
い
る
。

４　
社
会
人
簿
記
講
座（
日
商
簿
記
３・

２
級
講
座
）

　

経
理・

経
営
管
理
に
初
め
て
携
わ
る
方
向
け
に
、
会
計
を
基
礎

か
ら
学
べ
る
よ
う
、
社
会
人
を
対
象
と
し
た
初
心
者
向
け
の
簿
記

の
講
座
を
展
開
し
て
い
る
。
授
業
は
全
て
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
受
講
す
る

通
信
教
育
の
形
式
を
採
用
し
て
お
り
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
模

擬
試
験
問
題
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
的
な

問
題
練
習
を
自
宅
で
実
施
し
、
実
践
力
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
授
業
や
問
題
の
内
容
で
不
明
な
点
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
か
ら
い
つ
で
も
講
師
に
質
問・

相
談
す
る
こ
と
が
で

き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
る
。 
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